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安芸高田市災害時受援計画を踏まえた災害対応訓練 実施要領 

 

１．目的 

災害対策本部の各部班で整理された応援要請に関する情報について、適切に受援班に

集約され、要請されるよう手順を把握するとともに、災害対策本部の各部班が行うべき業

務について、各部班がそれぞれ認識することを目的に実施する。具体的には次のとおり。 

プレーヤー 目的 

□本部長 

□副本部長 

・受援計画に基づく災害対応イメージを醸成する。 

・受援業務全般に関して、首長として意思決定・判断すべき能力

を養う。 

・災害マネジメント総括支援員の役割及び連携方法を習熟する。 

□受援班 

（受援担当） 

・受援業務全般に関する手順・流れの習熟を図る。 

・受援ニーズに関する全体把握・とりまとめ方法の習熟を図る。 

・応援職員の受入体制・方法の習熟を図る。 

・関係様式の記載方法の習熟を図る。 

・受援計画を検証し、改善を図る。 

（・関係機関及び関係部班との全体調整能力を高める。） 

□各部職員 

・各部班の受援業務に関する手順・流れの習熟を図る。 

・各部班の受援ニーズに関する把握・分析能力を高める。 

・応援職員の受入体制・方法の習熟を図る。 

・応援職員を交えた受援対象業務活動計画（受援対象業務シート）

の作成方法の習熟を図る。 

・関係様式の記載方法の習熟を図る。 

・受援計画を検証し、改善を図る。 

（・関係機関及び関係部班との調整能力を高める。） 

 

２．想定災害 

洪水・土砂災害（平成３０年７月豪雨災害、令和３年８月の大雨による災害） 
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３．想定日 

令和３年７月５日（月）* 

*最初の災害が起きてから、２日後以降を想定 

 

４．事前説明会実施日時 

令和４年１月６日（木）１０：００－１２：００ 

１．開会 １０：００－１０：０５ 

２．一般的な受援計画の概要説明 １０：０５－１０：３０ 

３．市受援計画確認に係るワークショップ １０：３０－１１：２０ 

４．訓練実施方法説明 １１：２０－１１：５０ 

５．質疑応答 １１：５０－１１：５５ 

６．閉会 １１：５５－１２：００ 

 

５．訓練実施日時 

令和４年１月２１日（金）９：１５－１５：００ 

１．開会 ９：１５－９：２０ 

２．訓練概要説明 ９：２０－９：５０ 

３．訓練前の準備、作戦会議 ９：５０－１０：１０ 

４．図上訓練の実施 １０：１０－１１：４０ 

５．訓練結果の発表 １１：４０－１２：００ 

（休 憩） １２：００－１３：００ 

６．訓練に係る評価ポイントの解説 １３：００－１３：２０ 

７．各部班で振り返り １３：２０－１４：００ 

８．各部班からの発表 １４：００－１４：３０ 

９．講評 １４：３０－１４：５０ 

１０．アンケート記入、閉会 １４：５０－１５：００ 

 

６．会場 

クリスタルアージョ ４階 小ホール 
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７．訓練対象者 

災害対策本部長・副本部長、受援班、各部班からの職員を含め、５０名程度を対象

とする。参加する実施部は次のとおり。 

総務企画部、市民福祉部、産業振興部、建設部、教育部、消防部 

その他、関係機関からの参加として、次を予定。 

安芸高田警察署 

 

８．訓練手法 

ブラインド型の図上シミュレーション型訓練*及びグループワーク型訓練** 

*図上シミュレーション訓練とは、｢ロールプレイング法｣とも言われる訓練技法の

一つで、参加者はコントローラー及びプレーヤーに大別され、コントローラーは実

際の災害時に近い状況をプレーヤーに与えて、プレーヤーはそれぞれの役割で災害

状況を収集・整理・分析するとともに、対策方針を検討するなどの災害対処活動を

模擬的に行う訓練である。 

**グループワーク型訓練とは、あるテーマに即して、実施方法、様式の記載方法、

関係機関や関係部班との調整方法などをじっくり考えながら進める訓練。また、実

際の対応を行う際の課題や解決策、事前からの備えなども一緒に検討する。 

 

９．その他 

訓練中、受援計画、地域防災計画、ハザードマップ、各マニュアル等の資料の活用は

自由とする。 

 


